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行 政 相 談
国の行政機関の行う仕事で困

ったことや苦情、その他ご意見
などをおうかがいします。
相談日と場所は、毎月第二金
曜日、午後1時～4時
区役所1 階区民相談室

足立の花火大会
―8月2日―

昨
年
、長
ら
く
と
絶
え
て
い
た
千
庄
の
花
火
が
、[
足
な
の
尾
火
」と

し
て
新
し
く
衣
が
え
し
、
・夏
の
夜
空
に
、
美
し
い
巳
色
の
人
輪
の
花
を

咲
か
せ
て

、区
民
の
皆
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
言
ま
し
气

今
年
も
、

仕
掛
花
火
や
打
上
げ
花
火
な
ど
、
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開
催
し
ま

す
。
麦
の
夜
の
風
物
詩
「
足
皿
の
花
火
友

い
に
ご
期
侍
く
だ
さ
い
。

日
時
　
ぺ
川
二
日
(
古
午
後
七
時

卜
五
分
～
(
時
四
丿
五
分

※
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
、(
月

三
日
(
日
)
・
四
日
百
)
に
順
延

場
所
　
荒
川
河
川
敷
両
岸
(
干
住
新

橋
廴
四
新
拌
僑
閧
)

花
火
の
内
容
　
▽
打
卜
げ
花
火
卜
・
・

卞

多

玉
:
八

百
発
　
▽
ス
タ
ー

マ
イ
ヤ
・
三
千
ヒ
西
発
　
▽
仕
掛

花
火
…
幅
三
百
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ

ヤ
カラ
他
二
台

会
場
で
ご
覧
に
な
る

皆
さ
ん
へ

会
場
内
外
は
、
人
変
混
雑
か
f
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

舛
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
交
通
整
理
係
員
・
警
備
係
八
の
指

示
は
、
絶
対
に
守
っ
て
く
だ
さ
い

▽
両
岸
の
堤
防
上
は
。
人
変
混
雑
し

ま
す
。
〔
図
1
〕
に
あ
る
観
覧
席

で
ゆ
っ
く
り
ご
覧
に
な
れ
ま
す

▽
会
場
内
外
に
は
、危
険
防
止
の
だ

め
、
〔図
1
〕の
と
お
り
立
人
禁

止
区
域
が
衣
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぼ
域
内
に
は
、
絶
対
に
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い

▽
当
日
は

、交
通
規
制
も
実
施
さ
れ
、

付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
動
眼
、
自
転
巾
て
の
ご

来
場
は
で
き
ま
せ
ん

▽
公
場
内
外
で
の
危
険
物
の
持
ち
込

み
、
危
険
行
為
は
、
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い

▽
会
場
内
に
は
、
警
察
、
消
防
の
各

本
部
、
救
護
所
な
ど
が
段
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で

、あ
ら
か
じ
め

、位

迥
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

T
F
住
新
橋
、>
内
新
井
橋
か
ら
の
観

覧
は
、通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け

て
な
く
、危
険
で
す
の
で
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。ま
气
嚆
や
堤
防
上

の
通
行
に
は
二
友
意
く
だ
さ
い

▽
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
は
、
迷
罸
等

に
ご
注
意
く
た
。さ
い

▽
懐
中
物
は
、
各
自
ご
片
意
噸
い
ま

す
▽
会
場
は
、
足
場
が
悪
い
の
で
、
足

元
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

レ
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
日
に
ゴ

ミ
が
入
八

り
、
け
が
を
さ
れ
た

方
は
、
救
護
・所
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い

図Ⅰ 花 火 大 会 の 会 場

会
場
周
辺
の
交
通
が

規
制
さ
れ
ま
す

▽
〔
図
旦

の
斜
線
部
分
の
中
の
「

国
道
四
号
線
、T

」う
号
線
、
扇

。べ
奨
、
酉
新
井
僑
(
・
眼
線
規
制
)

を
除
く
主
要
幹
線
道
路
は
、
午
後

六
時
か
ら
十
時
ま
で

。
単
の
通
行

を
規
制
し
ま
す
。
冫
つ
そ
ご
協
力

く
だ
さ
い

図Ⅱ 交 通 規 制 図

家
庭
で
ご
覧
に
な
る

皆
さ
ん
へ

▽
屋
上
の
手
す
り
が
安
全
か
ど
う
か

確
認
し
て
お
く
。ま
た
、
手
す
り

に
は
登
ら
な
い

▽
屋
上
に
仮
設
の
兄
物
席
を
設
け
た

り
、
大
勢
の
方
に
一
時
貸
す
場
合

は
、
近
く
の
消
防
署
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い

打
上
げ
場
所
付
近
の

皆
さ
ん
へ

危
険
物
施
設
で
は

▽
屋
外
の
容
器
人
り
危
険
物
は
、
蓋

を
閉
め
、
防
災
シ
ー
ト
で
お
お
う

▽
危
険
物
の
倉
庫
は
、
扉
を
完
全
に

閉
め
て
お
く

▽
消
火
の
摩
備
を
し
て
や

、

特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所
で
は

▽
屋
外
に
お
い
て
あ
る
木
く
す
な
ど

は
、
防
災
シ
ー
ト
で
お
お
う
か
看

視
す
る

▽
消
火
の
準
備
を
し
て
お
く

◎
「
足
立
の
花
火
」
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
は
、
足
立
ほ
観
光
協
会
(
に

役
所
経
済
課
内
)
へ

。

千
住
地
区
の
住
居
表
示

八
月
一
日
か
ら
実
施

千
住
地
区
の
住
居
表
示
は
、
摩

備
作
業
も
ほ
ぽ
終
了
し
、
(
月
一

日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
气

地
元
の
方
を
は
じ
め
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力

、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

実
施
さ
れ
る
町
区
域

千
住
河
原
町
、
千
僅
伸
町
(
第

三
出
張
所
管
内
)
、
千
佳
一
丁
目
・

四
丁
目
・
五
丁
目
(
第
四
出
張
所

管
内
)

。
な
お
、
現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
町
名
・
町
区
域
は
、
そ
の

ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

八
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
住
居

番
号
を
、
お
使
い
く
だ
さ
い

(
月
一
日
か
ら
は

、
す
で
に
皆

さ
ん
に
抽
渡
し
し
ま
し
た
通
知
書

の
番
号
が
、
新
住
居
表
示
番
号
で

す
。現
在
、便
用
さ
れ
て
い
る
「
地

番

」
を
借
り
て
住
所
ふ
表
わ
し
た

「
番
地

」
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
を
正
し
く
書
き
ま
し
ょ
う

今
ま
で
の
住
所
の
書
き
方
は
、

足
立
区
千
住
○
町
○
番
地

足
立
区
千
住
○
丁
目
○
番
地

と
、
表
わ
し
ま
し
た
が
、
(
月
一

日
か
ら
は
、

足
立
ほ
千
住
○
町
○
番
○
号

足
立
区
千
住
○
丁
目
○
番
○
号

と
、
表
わ
し
ま
す
。

区
役
所
の
住
所
も
変
わ
り
ま
す

今
回
の
僅
居
表
示
実
施
地
区
内

に
は
、
区
役
所
を
は
じ
め
、
官
公

署
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
住
所
も
変
わ
り
ま
す
の
で
、よ

く
お
確
め
の
う
え
、新
し
い
住
所

を
正
し
く
書
き
ま
し
I
つ
。
足
立

区
役
所
の
住
所
は
、次
の
と
お
り

変
わ
り
ま
す
。

現
在
は
、
足
立
区
千
住
コ
丁
目

五
〇
番
地
で
す
か
、
(
月
一
日
か

ら
足
立
区
千
住
一
丁
目
四
番
一
八

号
と
な
り
ま
す
。

表
示
板
を
取
り
付
け
中
で
す

住
居
表
示
の
実
施
を
円
滑
に
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
、区
で
は
、

各
街
区
ご
と
に
「
街
区
表
示
板
」
、

各
戸
に
は
[
町
名
板
」
「
住
居
番
号

表
示
板
」々
・
取
り
付
け
ま
す
。作
業

は
、
七
月
中
に
完
了
予
定
で
す
。

ま
た
、今
回
の
実
施
地
ぼ
内
に
、
t

住
居
表
示
案
内
掲
示
板

」
そ
設

置
し
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
北
千

住
駅
前
や
主
要
道
路
の
交
差
点
・

バ
ス
停
の
付
近
な
ど
で
す
。

住
居
表
示
変
更
証
明
書
の
発
行
は

八
月
一
日
か
ら
で
す

今
回
、
住
居
表
示
が
実
庭
さ
れ

る
地
区
内
で
、
不
動
産
登
記
や
自

動
雎
運
転
免
許
証
の
住
所
変
咀
等

『
住
居
表
示
変
更
証
明
書

』の
必

要
な
方
に
は
、
僅
居
表
示
係
ま
た

は
、
各
出
張
所
で
無
料
で
見
附
し

ま
す

。
足
立
一
～
四
丁
目

梅
田
一
～
八
丁
目

地
区
の
皆
さ
ん
へ

皆
さ
ん
か

。
お
僅
ま
い
の
地
区

は

。現
在
、高
速
道
路
(
葛
飾
川
口

線
・
足
立
三
郷
線
)
の
建
設
、
な

ら
び
に
国
道
四
号
線
の
拡
幅
工
事

か
進
行
中
で
す
。そ
れ
に
伴
っ
て

、

街
区
の
形
状
が
大
き
く
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
や
、
住
居
表
示
板

(
衝
区
衣
示
板
・
町
名
衣
示
板
・
住

居
番
9
表
示
板
)
か
変
色
し
た
り
、

破
損
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
あ
り

ま
す
。

区
で
は
、
こ
れ
ら
を
調
査
し
、

表
示
板
の
取
り
替
え
作
業
を
行
い

ま
す
。

調
査
・
作
業
の
日
程
　
▽
実
態
調

査
・・・
ヒ
月
中
旬
?
来
年
一
月
末
H

▽
表
示
板
の
取
り
替
え
・
=

亡
一
月
以
降

こ
の
作
業
は
、
区
で
委
託
し
た

業
者
(
住
居
表
示
係
の
腕
章
を
つ

け
て
い
ま
す
)
が
行
い
ま
す
の
で
、

各
ご
家
庭
に
お
・つ
か
か

い
の

際

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

わ か り や す い
町づ くりの ために

ご
注
意
く
だ
さ
い
!
!

氏
名
表
札
板
等
の
販
売

最
近
、
「
区
役
所
か
ら
来
ま
し

た
」
と
か
、
[
郵
便
局
の
関
係
者
で

す
苫

か
言
っ
て
、家
族
の
氏
名
を

記
入
す
る
氏
名
表
示
板
を
訪
問
販

売
し
て
い
る
者
か
い
ま
す
か
。
区

役
所
や
郵
便
局
で
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
、
一
切
杤
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
何
ら
関
係
も
あ
り
ま

せ
ん
。
十
分
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
住
居
表
示
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
、
住
居
表
示
係
へ

。

募
集
し
ま
す

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
選
挙

管
理
委
貝
会
で
は
、「
明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

資
格
　
区
内
在
僅
の
小
・
中
学
生

規
格
　
々
テ
五
十
五
″
×
ヨ
コ
四

十
四
、
色
彩
は
自
由

、
作
品
の

裹
右
卜
に
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)

、
性
別
記
入

の
こ
と

内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す

め
る
こ
と
や
表
わ
す
も
の

賞
　
入
選
者
(
小
・
中
学
校
別
)

に
賞
状
と
記
念
品
を
、
応
募
者

全
員
に
参
加
記
念
品
を
贈
り
ま

す
応
募
期
限
　
九
月
二
十
口

応
募
・
問
合
せ
先
　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

切
替
え
を
お
忘
れ
な
く

外
国
人
登
録
証
明
書

今
年
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書

の
大
量
切
替
え
の
年
に
あ
た
っ
て

い
ま
す

あ
な
た
や
ご
家
族
の
切
替
え
の

凵
を
ご
碓
認
の
う
え
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

切
替
え
期
間
　
切
替
え
最
終
日
の

↓二
十
日
前
か
ら
最
終
日
ま
で

必
要
な
も
の
　

▽
外
国
人
登
録
証

明
書
　
▽
写
真
三
枚
(
最
近
六

ヵ
月
以
内
に
写
し
た
も
の
。
十

四
歳
未
満
の
方
は
不
要
)
　
▽

旅
券
(
お
持
ち
の
程
だ
け
)

手
続
き
を
す
る
人
　
ご
本
人
(
十

四
歳
末
満
の
方
に
つ
い
て
は
、

同
居
の
親
族
等
)

場
所
・
問
合
せ
先
　
外
国
人
登
録

係

お
米
屋
さ
ん
と
協
定
し
ま
し
た

災
害
時
に
は
お
米
を
優
先
供
給

区
で
は
、地
震
等
災
害
発
生
時

の
応
急
食
鴇
と
し
て
、カ
ン
バ
ン
、

粉
ミ
ル
ク
等
の
備
蓄
を
進
め
て
い

ま
す
が
、災
害
の
規
椣
に
よ
っ
て

は
、こ
れ
ら
の
傭
蓄
物
品
だ
け
で

は
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。そ
こ
で
ぼ
は
、か
ね

て
よ
り
、東
京
都
米
穀
小
売
商
業

組
合
足
立
支
部
と
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
か
、こ
の
た
び
、七
月

一
日
付
で
}
災
害
時
に
お
け
る
応

急
用
精
米
の
優
先
供
給
に
関
す
る

協
定
乙
を
締
結
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
都
が
発
表
し
た
足
立

区
の
被
害
想
定
人
口
二
十
二
万
人

の
百
分
を
、区
に
優
先
的
に
提

供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

今
後
も
区
は
、
地
震
等
の
災
害

に
備
え
て
、
応
急
対
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

に
お
い
て
も
、
少
く
と
も
二
日
分

程
度
の
非
常
食
糧
等
の
備
蓄
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
防
災
課

区
長
の
職
務
代
理
に
古
性
助
役

区
長
が
病
気
療
養
中
の
た
め

、
昭
和
五
十
五
年

七
月
十
四
日
か
ら
助
役
の
古
性
直
が

、
区
長
の
職

務
を
代
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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夏に向かって飛びだせ

元気なこどもたち

明日から、まちにまった夏休みで
す。子 供たちは、海 に山 にそして勉
強 にと、さまざまな計画を立 て、楽
しん でいるこ とでしょう。約40日間
の長い 休みです。 事故 もな く、しか
も充 実感 をもって終 らせたい もので
す。

夏
休
み
は

計
画
的
に

夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
が
学
校
で

は
得
ら
れ
な
い
貴
電
な
体
験
を
す
る

時
と
い
え
ま
す
。
子
供
を
中
心
に
、

家
族
皆
ん
な
で
、夏
休
み
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
、

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
I
つ
。

そ
し
て
、
計
画
は
無
理
か
な
く
、

し
か
も
単
調
で
あ
き
が
こ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
、
次
の
こ
と
を
考
え
た

ら
い
か
が
で
し
I
つ
叭

・
一
学
期
の
通
知
表
で
成
績
の
低

い
も
の
が
あ
れ
ば
補
な
う

・
ま
と
ま
っ
た
本
を
読
む

・
自
然
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
る

・
家
庭
で
の
仕
事
の
分
担
を
す
る

・
規
則
正
し
い
生
活
の
習
慣
を
つ

け
る

自
然
の
声
を

大
切
に

こ
の
と
こ
ろ
、
足
立
区
で
も
都
市

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
開
発
か
進
み

自
然
の
お
も
か
げ
を
残
す
と
こ
ろ
が

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夏
休
み
に
は
、
自
然
の
息
吹
き
の

巾
に
身
を
置
き
、
野
山
の
花
と
小
鳥

と
語
り
、
自
然
の
偉
大
さ
、
す
ば
ら

し
さ
、
そ
し
て
厳
し
さ
を
感
じ
と
る

機
会
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
自
然
を
愛
し

、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
I

つ

・
昆
虫
や
植
物
は
、
そ
の
場
で
観

察
し
、
む
や
み
に
採
集
し
な
い

・
ゴ
ミ
や
あ
き
缶
は
持
ち
帰
る

・
ラ
ジ
オ
、
レ
コ
ー
ド
は
野
山
に

持
ち
こ
ま
ず
、
自
然
の
声
に
耳
を

傾
け
る

夏
休
み
は

危
険
な
季
節

夏
休
み
は
、
楽
し
い
季
節
で
あ
る

と
と
も
に
、
と
て
も
危
険
な
季
節
で

も
あ
る
の
で
す
。

夏
休
み
の
間
は
、
子
供
た
も
の
行

助
範
囲
も
広
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
の
人
だ
ち
と
接
触
す
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
時
に
は
、

口
的
、
だ
れ
と
ど
こ
へ
行
く
の
か
、

帰
宅
時
間
等
を
は
っ
き
り
報
告
さ
せ

て
か
ら
許
可
す
る
よ
う
に
し
ま
し
″

う
。今

ま
で
の
規
則
正
し
い
生
活
と
違

い
、
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
夏
祭
り
、
旅
行
、
花
火

大
会
な
ど
、
夜
遅
く
の
外
出
や
見
知

ら
ぬ
土
地
で
の
行
動
も
多
く
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
子
供
た
ら
が
痛

ま
し
い
事
故
を
起
し
た
り
、
非
行
に

走
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

夏
の
非
行
化

防

止

七
月
は
『
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

も
る
全
国
強
調
月
凹

で
す
。

足
立
区
で
も
、
こ
の
時
期
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
り
い
ま
す
匸
一
十
一

日
に
は
、
「
家
庭
の
日
」
「
青
少
年

健
全
育
成
の
日
」
設
置
記
念
パ
レ
ー

ド
を
、ま
た
善
行
少
年
の
顕
彰

、そ
し

て
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
キ
ャ
ン
プ

な
ど
を
行
う
ほ
か
、
地
域
に
お
い
て

も
青
少
年
の
非
行
化
防
止
、
健
全
育

成
の
た
め
の
各
種
研
修
会
や
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。

ふ
だ
ん
は
時
間
に
追
わ
れ
、
親
子

の
対
話
も
不
足
し
が
ら
で
す
か
、
夏

休
み
は
割
に
自
由
な
時
間
が
持
て
る

時
で
す
。
一・し

ク
リ
子
供
の
声
に
耳

を
傾
け
、

芯

の
通
う
対
熈

を
実

践
し
て
み
て
は
い
か
か
で

し
I

つ

か
。
こ
の
夏
休
み
こ
そ
、
そ
の
絶
好

の
機
会
で
す
。

募
集し

ま

す

映

画

会

日
時
　
七
月
二
1
-
-
じ
日
(
日
)
午
後

二
時

対
象
　
都
内
在
住
、
在
動
の
動
労
癶

少
年
(
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下
)

題
名
　
幸
福
の
黄
色
い
(
ン
カ
チ

定
員
　
二
百
五
十
名
(
費
用
は
無
料
)

申
込
期
間
　
七
月
ニ
ト

ー
日
か
ら
受

付
け
ま
す
(
先
肴
順
)

場
所
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
会
館

営
(
四
〇
上

一
五
二
万

お

茶

会

日
時
　
匕
月
ニ
ト
日
(
水
)
午
後
一
叫

定
員
　
指
名
(
費
用
は
無
料
)

申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
セ
ン
タ
ー

ヘ
お
い
で
く
だ
さ
い

場
所
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
ク
ー

兮
(
五
の
I
二
六
一
匕

夏
休
み
電
子
教
室

間
期
　
(
月
六
日
～
(
日
・
十
二
目

?
十
四
日
(

六
日
閧
)

対
象
　
高
校
生
ま
た
は
I・・
卜
歳
以
ド

の
歸
年
で
、
ラ
・‘シ
オ
な
ど
の
組
包

て
に
興
味
を
持
ら
、
全
日
程
受
講

可
能
な
方

内
容
　
電
子
回
路
図
の
兒
方
、
男
卜

部
品
の
働
き
、2
6
F
M

ワ
イ
ヤ

レ
ユ
マ
イ
ク
の
組
収
で
な
ど

受
講
料
　
無
科
(
吋
料
費
自
己
負
担

約
二
千
円
程
度
)

持
参
す
る
も
の
　
(

ン
ダ
ご
て
な
ど

定
員
　

二
十
名
(
咒
着
順
)

申
込
期
間
　
匕
月
。〒
>
百
?
ニ
ー

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
　

(
九
〇―
O
O
六
一

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
(
月
二
十
六
日～
二
I
九

日
、
九
月
二
日～
四
日
(
七
日
間
)

午
後
六
時～
(
時
一
示
分

場
所
　

青
年
館

対
象
　
区
内
在
僅
、
在
動
で
全
日
程

受
講
可
能
な
方

定
員
　

四
十
二
名
(
受
講
料
は
無
料
)

ぞ
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

申
込
方
法
　

往
復
(
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
文
化
係
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
七
月
子

入

日
(
肖
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
'化
係
(
〒
圃

不
什
一
-
五
〇
)

私立幼稚園児の
いる保護者の
皆さんへ

区
で
は
、
毎
年
私
立
幼
稚
園
や
幼

稚
園
類
似
施
設
に
幼
児
を
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者
の
方
に
補
助
金
を
年

二
回
に
分
け
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
四
月
?
九
月
の
六ヵ
月

分
(
前
期
)
で
す
。
該
当
す
る
保
護

者
の
方
は
、
申
請
を
お
忘
れ
な
く
。

な
お
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似
施
設

は
、
松
山
学
園
、
花
畑
団
地
幼
児
教

瘟
の
二
園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

▽
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
以
降
、

足
立
区
の
住
民
で
あ
る
こ
と

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類
似

施
設
に
在
園
し
、
次
の
生
年
月
月

の
幼
児
を
も
つ
保
護
者

(
1
)
満
五
歳
(
昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日～
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
生
)

(
2
)
崗
四
歳
(
昭
和
五
十
年
四
月
二

口～
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
生
)

▽
保
育
料
は
、
九
月
分
ま
で
完
納
し

て
い
る
こ
と

補
助
金
の
額
と
支
給
時
期

▽
五
歳
児
・・一
月
額
三
千
五
百
円

▽
四
歳
児・
=月
額
三
千
三
百
円

▽
支
給
時
期
は
、
十
月
中
旬
の
予
定

受
付
期
間
　
九
月
六
日
ま
で

申
請
の
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
お
よ
び

幼
稚
園
類
似
施
設
の
園
児
の
保
護

者
は
、
園
で
手
続
き
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
園
か
ら
の
連
絡

を
お
待
ち
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
私

立
幼
稚
園
お
よ
ひ
幼
稚
園
類
似
施

設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護
者
は

本
人
が
直
接
、
教
育
委
員
会
幼
児

教
育
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
郵
送
に
よ
る
申
謂
は
、
事
故
が
多

い
た
め
受
付
け
ま
せ
ん
。

直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に
必
要

な
も
の

▽
印
か
ん

▽
園
児
在
籍
証
明
書
(
園
児
の
生
年

月
日
の
記
入
の
あ
る
も
の
)

▽
保
育
料
納
入
済
証
明
書
ま
た
は
領

収
書
(
補
助
金
を
九
月
ま
で
支
給

し
ま
す
の
で
、
保
育
料
も
九
月
ま

で
納
入
し
た
も
の
が
必
要
で
冫

※
支
払
い
は
、
口
座
振
込
の
た
め
金

融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座
番
号
を

確
認
で
き
る
保
護
者
名
儀
の
預
金
通

帳
を
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▽
住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
、
そ
の

区
に
在
住
し
た
月
分
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
市
町
村
に
申
語
し
て
く
だ

さ
い

▽
申
謂
喬
類
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
教

育
委
員
会
幼
児
教
育
係
に
備
え
て

あ
り
ま
す

問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係

レンズ付き

虫かごからの

火災にご注意

泗
近
、
艮
疝
芻
を
鈿
哨
寸
そ
挂

か
ご
で
、
拡
大
レ
ン
ズ
付
き
の
も

の
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
虫
か
ご
の

レ
ン
ズ
が
太

睛
光
線
を
集

め
、
そ
の
作

用
に
よ
る
火

災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

レ
ン
ズ
付
き

虫
か
ご
を
お
持
ち
の
方
は
、
次
の

こ
と
を
守
っ
て
、
火
災
を
防
い
で

く
だ
さ
い
。

◎
レ
ン
ズ
付
き
虫
か
ご
は
、
直
射

日
光
の
あ
た
る
所
に
置
か
な
い

◎
不
要
と
な
っ
た
レ
ン
ズ
付
き
虫

か
ご
は
、
太
陽
光
線
の
あ
た
る

所
に
放
一
し
な
い

◎
新
た
に
虫
か
ご
を
購
入
す
る
時

は
、
レ
ン
ズ
付
き
以
外
の
も
の

を
貿
う
よ
う
に
す
る

◎
レ
ン
ズ
付
き
虫
か
ご
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
購
入
店
ま
た
は
、

近
く
の
消
防
署
に
相
談
す
る
。

製
品
に
よ
っ
て
は
、
レ
ン
ズ
の

部
分
(
中
ぶ
た
)
を
交
換
で
き

ま
す

昭

和

五

十

四

年

足

立

区

少
年
補
導
白
書
ま
と
ま
る

非
行
の
実
態

戦
後
第
三
の
ピ
ー

ク
と
い
わ
れ

る
現
在
の
少
年
非
行
は
、
そ
れ
以

前
の
も
の
と
は
質
・
量
と
も
に
大

き
な
変
化
が
み
ら
れ
、
遊
び
型
非

行
、
女
子
非
行
、
暴
走
族
に
代
衣

さ
れ
る
非
行
の
集
団
化
な
ど
の
傾

向
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
区
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な

特
色
か
み
ら
れ
ま
す
。

▽
非
行
少
年
は
、
千
九
百
八
人

と
な
り
昭
和
五
十
二
年
の
千
九

百
六
十
二
人
に
次
き
第
二
位
を

示
し
た

▽
こ
の
非
行
少
年
は
、
窃
盗
犯

の
万
引
き
に
集
中
し
、
自
転
車

盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の
乗
り
物

盗
が
増
加
し
た

▽
非
行
の
中
心
は
、
中
学
生
で

全
体
の
四
〇
%
以
上
を
占
め
、

特
に
十
五
歳
の
少
年
で
は
五
十

人
に
ほ
ぽ
二
人
が
非
行
少
年
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た

▽
女
子
非
行
が
前
年
に
比
べ
三

〇
%
以
上
も
急
増
し
、
そ
の
七

〇
%
が
万
引
き
に
集
中
し
た

▽
不
良
行
為
少
年
が
大
幅
に
増

え
、
過
去
、
最
高
数
の
五
千
(

j
七
人
と
な
っ
た
。

非
行
の
背
景

子
供
た
ち
は
、
何
故
非
行
に
走

る
の
で
し
I
つ
か
。

家
庭
、
学
校
、
社
会
そ
れ
ぞ
れ

に
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
特
に
五
〇

%
以
上
の
親
が
、
「
放
任
」
で
あ
っ

た
と
い
う
統
計
が
で
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
環
境
の
悪
化
が

少
年
の
非
行
を
助
長
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
雑
誌
自
動
販

売
機
に
よ
る
不
良
雑
誌
の
販
売
に

つ
い
て
は
、
青
少
年
に
与
え
る
影

髫
の
大
き
さ
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
撤
去
運
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
減
少
傾

向
を
示
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

聞
こ
え
ま
す
か

子
供
た
ち
の
声
が

非
行
少
年
の
多
く
は
、
現
実
世

界
か
ら
の
「
逃
避
」の
ひ
と
つ
の
形

と
し
て
、
非
行
へ
走
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す

。
大
人
が
望
む
よ
う

な
「
よ
い
子

」
に
育
て
よ
う
と
、

大
人
の
考
え
を
一
方
的
に
押
し
つ

け
る
こ
と
は
、子
供
に
と
っ
て
も
、

大
人
に
と
っ
て
も
決
し
て
よ
い
結

果
は
招
き
ま
せ
ん
。

子
供
た
ち
は
今

、
自
分
た
ち
の

思
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
叫
ん
で

い
ま
す
。
家
庭
で

、学
校
で

、社
会

で
、
こ
の
子
供
た
ち
の
心
の
叫
び

に
耳
を
傾
け
、
と
も
に
歩
く
こ
と

が
、
子
供
に
と
っ
て
も
一
番
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
私
た
ち
大
人
の

義
務
で
も
芻
る
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
大
人
と
子
供
の

芯

の

通
う
対
熈

が
必
要
な
の
で
す
。

青
少
年
の
非
行
化
防
止
・
健
全

育
成
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

か
一
体
と
な
っ
た
強
力
な
み
ん
な

の
力
が
必
要
な
の
で
す
。

夏
の
もよ
おし
もの

学
習
室
開
放

日
時
　
七
月
二
十
(
日
～
(
月
三

十
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時

三
十
分
(
た
だ
し
、
土
曜
日
の

午
後
と
日
曜
日
は
除
く
)

対
象
　
区
内
小
・
申
・
高
校
生

定
員
(

十
名

展

示

ホ

ー

ル

開

放

日
時
　
(
月
一
日
?
十
五
日
午

前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分

(
た
だ
し
、
土
躪
日
の
午
後
と

日
曜
日
は
除
く
)

対
象
　
区
内
小
・
中
学
生

親
子
で
星
を
見
る
会

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

投
映
日
時
　
八
月
五
日
(
火
)
・
(

日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
と

午
後
三
時
三
十
分
の
二
回

定
員
　
各
回
先
着
二
百
三
十
名

入
場
料
　
無
料

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

団
体
投
映

投
映
日
時
　
(

月
十
二
日
(
火
)
・

十
五
日
(
金
)
・
十
九
日
(
火
)
・

二
十
二
日
(

金
)

午
後
一
時

三
十
分
と
午
後
三
時
三
十
分
の

二
回

対
象
　
三
十
名
以
上
の
団
体
(
子

供
会
、P
T
A

な
ど
)

定
員
　

各
回
二
百
三
十
名

申
込
受
付
　
七
月
二
十
一
日
～
(

月
(
日
(
電
話
で
予
約
)

入
場
料
　
十
六
歳
以
上
百
円

科
学
ク
ラ
ブ
生
募
集

期
日
　
前
期
・
八
月
十
三
日
?
十

五
日
、後
期
…
(
月
二
十
日
?

二
十
二
日

時
間
　
か
学
生
・
・
・
午
前
九
時
三
十

分
～
十
一
時
三
十
分
、中
学
生

…
午
後
一
時
三
十
分
～
蒔
三

十
屶

対
象
　
区
内
の
小
学
四
年
玉
(
年

生
・
中
学
生

テ
ー
マ
　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に

親
し
も
う

内
容
　
小
学
生
・・・
動
く
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
、中
学
生
…
音
の
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

定
員
　
前
期
・
後
期
各
二
十
四
名
(

小
・
中
学
生
別
)

受
講
料
・
教
材
費
　
無
料

申
込
方
法
　

往
復
(
ガ
キ
に
請
習

名
、
前
・
後
期
の
別
、
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年

、
連
絡

先
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
七
月
二
十
四
日
(
当

日
消
印
有
効
)

子
供
映
画
会

日
時
　
癶
月
六
日
(
水
)
・
十
三

日
(
水
)
・
二
十
日
(
水
)

午
前
十
時
～
十
一
時
と
午
後
二

時
～
三
時
の
二
回

対
象
　
小
学
生
以
下

定
員
　

各
回
先
着
百
五
十
六
名

入
場
料
　
無
料

題
名
　
六
日
・
=
わ
ん
わ
ん
の
爾
険

旅
行
ほ
か
、
十
三
日
・・・
お
兄
ら

や
ん
と
ぼ
く
の
七
転
び
(
起
き

ほ
か
、
二
十
日
…
サ
ー
カ
ス
つ

子
大
ち
ゃ
ん
ほ
か

文
化
映
画
会

日
時
　
七
月
二
十
六
日
(
土
)

午
後
三
時
～
四
時
三
十
分

対
象
　
一
般
区
民

定
員
　
当
日
先
着
百
五
十
六
名

入
場
料
　
無
料

題
名
　
日
本
の
花
火
、私
た
ち
の

足
立
(
環
境
編
)
ほ
か

◎
各
催
し
も
の
の
申
し
込
み
、問

い
合
わ
せ
は

、教
育
セ
ン
タ
ー
(
千

121

竹
の
塚
ニ
ー
ニ
五
-
ニ

ー
　

(
五
〇
-
(
(

〇
一
)
へ

。

水
遊
び
場
を
無
料
開
放
し
ま
す

期
間

七
月
二
十
二
日
～
(
月
三

十
日
(
た
だ
し

、日
曜
日
、
七
月

二
十
四
!

一
十
(
日
ま
で

、
(

月
十
[
日
は
閭
放
し
ま
せ
ん
)

対
象
　
幼
児
～
小
学
二
年
生
程
度

場
所
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー
(
交
通
公
園
内
)
　
　
六
〇

五一
七
一
〇
一



区のお知らせ第 514 号( 3)
夏 の 全 国 交 通 安 全 運 動

実施期間…… 7 月26日～8 月4 日

運
動
の

重
点

―夏休み中の子供の
交通事故防止―

―無謀運転の防止―

―暴走 族 の追 放―

近年
、夏の交
通事故か多発す

る傾
向に
ある
ため
、春と秋とに

隕
られてい
た全固交通安全運動

を
、今年は
七月二
十六日
から
(

月四日
までの
十日閧
、実施する

こ
とになりました
。

足立区で
は
、今年になってか

ら六月末口
まで
に
、十四名
もの

尊い侖か失われまし
た
。これは
、

昨年同
期と比較して四名の
増と

なって
います
。

実通事故は
、ち
。つと注
意そ

して
いただければ避けられる
も

ので
す
。区民の
皆さん一
人ひとり

の不
断の
産意か交
通事故
をふせ

ぐのに最も効果があるのです
。

交通事故は
、当事者だけでな

く
、周囲の人まで悲惨な状況に

します
。もう二度と交通事故が

起きないように
、区民の皆さん

の注意が必要です
。

お母さん方へ

夏
休み
は
、なんといって
も子

供たちの天下
。一
日
中まっ
くろ

になって
遊ひ
ます
。

しかし
、それだけ子
供たちに

とって
行動範囲が広くなり
、交

通事故にあい
やすい季節だとい

えます
。お母さん方
は
次
の
こ

とを守るよう注

意して
く
だ
さ

・
信号を守り左

右から来る
瞋

に
もよく注
意

する
・
信号のないと

ころでは
、左

右の見
通しの

きく安全な場

所を遇
んで
纜

る
・
横断するとき

は
、必ず手
を

あげて
車が停

っ
たの
を確か

めて
からさっ

と渡る

・
道路で
は絶対

に遊
ばない

・
道路で
の急な

かけ出し
、と

びだしは絶対

にしない

ドライバーの皆さんへ

死亡事故の原因で最も多いの

が
、スピードの出し過ぎです
。

衝突の衝撃力は速度が速けれ

ば速いほど「
また車の重さが電

いほど大きく
、従ってスピード

オーバー
は重大な事故へつなが

ります。安全運転を心がけてく

ださい。

・
スピード超過をしない

・
酒を飲んだら
絶対運
転をし
な

暴走運転は
、みんなの迷惑に

なります
。町ぐるみで暴走行為

をさせないようにしまし
Iつ
。

オートバイ運転の
皆さんへ

足立区内での
、十四名の死亡

事故のうち半数の七名が
、オー

トバイ運転中でし气
特につき

のこ
とを守りまし
Iつ
。

・
交差点を通る時は
、必
ず一
時

停止か除行して
安
全を確認
す

る
・
大型トラ
yクと
並進し
ない

・
原動機付自
転車で
もヘ
ルメ
。

卜を肴用
する

歩行者の皆さんへ

交通ル
ール
は
、ドラ
イバーだ

けの
もので
はありませ
ん
。歩行

者の死
亡事故原因で
意外に目に

つ
くの
が
、歩行者側の
儒号無視

や
、横断
禁止場所での横断な
ど
。

歩行者自身がルール
を守って
い

れば防けたで
あろう事故が多い

こ
とで
す
。

道路はみ
んなの
もので
す
。自

分本位の考え方を捨てて
、お互

にゆ
ずり合いの気持ち
を持って

利用するように
、心掛けるこ
と

が交通事故防止のきめ手で
す
。

交通規則と交通道徳
を身につ

けて
、交通事故のない明るい足

立区をつくりまし
Iつ
。

スロー
ガン

◎安全は
家庭の中から
しつ

けから
◎
飛
ば
し
た
い
飲
み
た
い
心
に
ブ
レ
ー
キ
や
>

◎
暴
走
は
し
な
い
さ
せ
な
い
ゆ
る
さ
な
い

こ
の
秋
の
ご
婚
礼
は

区
立
の
結
婚
式
場
で

各式場とも、六ヵ月前から挙

式のご予約を承っております。

予約・
問合せ先

▽東部センター
(東綾瀬
Y五
-

一
七
　　六〇五
-七一
〇一
)

▽青年館
(西新井一
-四
-一七

(
九〇
j
O〇七
(
)

▽産業振興館
(千住〒
。五〇

(
(一〒一
六六
(
)

ひろば

☆緑陰こども俳句教室

小林一
茶ゆかりの
炎天
寺で

は
。今年も小
、中学生のための

俳句教室を鬨きます
。

日
時
　
(
月
一
日
?
五
内
‘
午
後
三
時
～
五
時

費用
　無料

※筆記用具と国語辞典を持参
。

問合せ先
　炎天寺
(六月こ
I一

三
-二○
　　
(
(三I
O七(

七
)

☆
区
民
社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

日時
　九月四日・
十一日・
十
(

日
　午後五時
?七時

場所
　足立区産業振興館

主催
　足立区文化団体連合会
、

足立区社交舞踏連盟

後援
　区教育委員会

内容
　初心者向け社交ダンス

問合せ先
　足立区社交舞踏連盟
(

麻生
)　
(
(
一
-○二三

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

福祉に関心のある方の話し合

いの場です
。

日時
　七月二十七日
(日
)午後

一
時
!二時

場所
　心身障害福祉センター

対象
　一般区民

費用
　無料

問合せ先
　足立ボランティアサ

ークル
(中鳥
)　
(四
(
i五

四九七
(問い合わせは夜間
)

訂
正
七
月
五
日
号
の
「
ひ
ろ

ぱ
」
欄
の
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ

ンスの夕べの問い合わせ先が

間違っていまし气
お詫びして

訂正します。

◎
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

(正
)　
(
(一i九〇
六五

(誤
)　
(
(丁
六〇
六五

投稿規定　c) サークル情報、行・糺催しもの、・j 壽習会等の案内にご利川ください〉ハガキまたほ」もI FでⅢ

字以内c) 住所、氏?・、川体名■ 、世話番号、費丿小金額・使途)を明記ひ営利厂ぷ教、政乱11的のものは描・14不

11>〉棡・岐・不掲・陂の連絡はしませ縊・u』りは発行11の1力J 　J 　前f c>掲秡後のI l i ・任は負いません
投稿・問合せ先　広報課r〒120　f韭1- 50j

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

家
庭
の
日
パ
レ
ー
ド

鼓笛隊の演奏に

合わせて
、パレ
ー

ドを行います
。

みなさんおさそ

いあわせのうえ
、

ご参加ください
。

日
時
　
七
月
二
十
一
日
(
月
)
午
前
十

時
～
正
午
(
雨
天
中
止
)

集合場所
　竹の塚

小学校

コ
ー
ス
　
竹
の
塚
小
学
校～
保
木
間
小

学校
問合せ先
　背少年

係

「家庭の日」設置記念パレード 行進コース

スポーツであつさに負
け
る
な
！

走るあなたが

主役です
ジョギング教室

ジ
'キングで畑理は黜鵯
溌

なたの体力に合った無理のない

ペースを指導します
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
午
後
六
時
三
十
分
～
七
時
三
十
分

集
合
場
所
　
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム

持参する物
　ランニングシュ
ー

ズ
、着替
、汗拭き

―
―
走
っ
た
あ
と
は

サ
ウ
ナ
で
さ
っ
ぱ
り
―
―

ス
ポーツやトレーニ
ン
グでの

筋肉疲労にはサウナか一
番
。

高温による刺激で
、血液の循

環
がよくなり
、全身に酸
素や栄

養
が補給される一
方
、老廃物や

疲労物質
が取り除かれま
す
。

運動後のサウナは
、疲労回復
、

減量
、皮膚
美容
、熟睡な
ど
、多

くの相乗効果
があります
。

くわしくは
、総合ユ
ポーツセ

ンター
(　
(五九一
(二
匸
)

へ
。ファミリー

体力テスト

区で
は
、家庭内で
体力測定で

きるファミ
リー体力テス
トを常

時実施して
います
。ご希望の方

には
、測定用
紙をお送りし
ます
。

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

必要枚数
、一
話番号を記入の

うえ
、申し込んでください

申込・
問合せ先
　体育課
(〒120

千
住一
-五〇
)

巡回体力テスト

実
施
日
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
～
昭
和
五
十
六
年
三
月
第
一
土
曜
日

と第三日曜日
(昭和五十六年

一
月は除く
)

対象
　四十名以上の参加者が見

込まれる町会
、自治会
、
P
T
A

、職場サークル等の団体

申込方法
テストを受けようと

する団体は
、空いている日を

問い合わせ
、実施日の会場を

確保のうえ
、体育課へ申し込

んでください

問合せ先
　体育課

七月の庭球場の抽選会場

は
、都合により
、産業振興

館に変更します
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
三
十
三
回
区
民
体
育
大
会

期
日
　
九
月
十
四
日
・
二
十
五
・
二
十
三
?
二
十
(
日
、
十
月
五
日

会場
　総合スポーツセンター他

種
目
　
一
般
男
子
・
女
子
(
卜
―
ナ
メ
ン
ト
戦
)

参加資格
　区内在住
、在動
、在

学者
参
加
費
　
一
チ
ー
ム
三
千
五
百
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
郵
送

申込期限
　八月十六日
(必着
)

申込・
問合せ先
　スポーツデイ

卜
(〒Ⅲ西綾
瀬一〒
二三
-二

四
　　
(
(六-四六五五
)ま

たは体育課
区民水泳大会

日
時
　
(月十
七日
(日
)午前九

時
(小雨決行
)予備日二
十四日

場
所
　体育館
プール
(東武線梅

島駅下
車徒歩十五
分
)

参
加資格
　区内
在住
、在勤
、在

学者で
、小
学校五年以
上の
方

競技種目
　左表の
とおりで
タイ

ムレ
ース

申込方法
　
(ガキまたは申込用

紙
(体育課に
あり
ます
)に
、往

所
、氏名
、年齢
、職業
、連絡先電

話番号
、出場種目
、距離を記入

の
うえ
、体育課
(〒120千
住一
-

五〇
)へ
申し込んで
ください

申込期限
　
(月四
日
(必着
)

出場種目の
制限
　一
般と高校生

は一
人二
種目まで
とし
、小・

中学生は一
校一
租目三名まで
(

リレー・
メ
ドレーリレーは

除く
)

また
、ファ
ミリーリレーの

競技は
、親子または鶻せき関

係の方で
四名を一
チームとす

る
(十六歳以
上は二名まで
)

問合せ
先
　体育課

心
身
障
害
児
の

就

学

相

談

来年四月に
、小学
校へ
入
学

する予定の
お子さんで
、。心身

になんらかの障害の
ある方に

つ
いての
就学相
談を
、次の
と

おり行っています
。

こ
の
就学相
談は
、お子
さん

の佃性に
合っ
た教育を行うた

めの
もので
す
。

対象
　▽来年四月に小学校へ

入学の予定者で
、心身にな

んらかの陣害のある区内在

住の幼児
　▽現在
、小学校

六年生で
、来年四月に都立

盲・
ろう・
養護学校
(中学

部
)または区立中学校心身

障害学級へ
進学を希望する

児童
　▽現在
、小・
中学校

に在学中で心身障害の状態

の変化等により
、都立盲・

ろう・
養護学校または区立

心身障害学級へ
転学を希望

する児童およぴ生徒

申込受付期限
　
(月二十五日

申
込
方
法
　
電
話
で
予
約
<
く
わ
し
い
案
内
書
等
を
送
り
ま
す
)

申込・
問合せ先
　教育センタ

ー内教育相談室
　　
(五九

一
九五三一

・

入
室
児
童
を
募
集
し
ま
す

区
立
学
童
保
育
室

昭和五十五年
九月入
室の児

童
を次のと
おり募集し
ます
。

募
集
す
る
保
育
室
(
新
設
)

▽梅鳥児童館学童保育室
(梅

鳥ニ
ー一四
-五
)

▽青井児童館学童保育寔
(青

井五―一
丁
四〇一一
〇一
)

申
込
受
付
期
間
　
七
月
二
十
一
日
～
(
月
四
日

入
室
で
き
る
児
童
　
現
在
小
学
校
一
～
二
年
生
の
児
童

申
込
で
き
る
方
　
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
病
気
な
ど
の
た
め
、

下
校後児
重の面
倒をみ
るこ

と
がで
きない方

保育期間
　昭
和五
十五
年九月

一
日
?昭
和五十
六年三
月三

十一
日

定員
　一
保育室あたり四
十名

費用
　児童一
人あたり月額千

円
(保霞者負担金
)

申込に
必要
なもの
　申爾書
、

調査一
、勤務証明書
(用紙

は梅島・
青井児童館
、福祉

事業課に
あります
)、印かん

申込・
問合せ
先
　福祉事業課

街
路
灯
が
故
障
し
た
ら

区内には
、区で
股置し
た約

二万四千灯の
街路灯
(オレン
ジ

色
)があり
、交通安全
、防犯
な

どの
役目
を果
たしてい
ます
。

しかし
、街路灯か
点灯し
な

ければ
、この
役目も果たせ
ま

せ
ん
。その
ために畷員が定期

的に巡回し
、維持管理に努め

て
いま
す
。

もし
、ご近所の街
路灯で
球

きれや器
具の故
障などで
、点

灯し
ない
街路灯がありまし
た

ら
、ご面
倒で
も
、その所在地
、

管理番号をご連絡ください
。

連絡・
問
合せ
先
　区
役所第二

庁舎街路照明係

昭和五十五年度国民年金保険料第二期

分
(七月～九月
)の納期限は
、七月三十

一日までです
。お忘れなく
。
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区
民
農
園
利
用
者
募
集

都市化の進行とともに
、私た

ちは
、自然との触れあう機会が

少なくなってきています
。

そこで
、区民の皆さんに少し

でも自然に触れ「
土や緑に親し

んでいただこうと新たに農園を

設置しました
。家族ぐるみで野

菜づくりや花づくりを楽しんで

みてはいかがですか
。

ご希望の方は
、次の要領で申

し込んで
ください
。

募集農園・
所在地
　西伊興
吉浜

区民農園・・・西伊興町七
-七
(

竹の塚駅から入谷循環
バス

で伊興町
吉浜下
車徒歩
六岔

募集区画数
　百五十区画
(予定
)

一
区画約十五平方メートル

申込資格
　区内
在僅の方で
、耕

作地
がな
く
、園芸に熱
意の
あ

る方
(重
複の
申し込みは
無効

となります
)

利用条件
　▽野菜や花の栽培に

限る
　▽種苗
、肥料
、用具な

どは自己負担

利
用
料
　
一
年
間
に
限
り
無
料

利
用
期
あ
あ
あ
　
昭
和
五
十
五
年
九
月
、
f
昭
和
五
十
六
年
(
月
末
日

申込方法
必ず往復
(ガキを使

用し
、記入例
(左表
)を参考

のうえ申し込んでください

なお
、六十歳以上の方が申

し込む場合は
、老人コ
ーナー

希望と明記してください

申込期限
　七月二十六日
(必着
)

※申し込み多数の場合は抽選し

ます
。
申込・
問合せ先
　緑化係

ハガキの記入例

野菜や花づくりを
楽し んでみませんか

区 民 カ レ ン ダ ー
( 8月1日～31日)

栄養指導講習会 申込・問合せ先　888- 4277
千住保健所栄養指導担当

看護教室

日
時
　
七
月
二
十
四
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
?
四
時

場所
　花畑センター

内容
　▽家庭の健康管理は主婦

の手で
　▽病人のお世話のし

かた
(実技
)

定員
　先着十五名
(費用無料
)

申込方法
　電話予約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
営
(
五
五
-
一
四
一
五
一

福 祉事業あ ん ない

老人緊急
一
時保護

この制度は
、寝たきりの老

人を介護している家
庭の
方

が
、病気や事故
、出産など特

別な理由で
、一
時的に世話か

できなくなった時
、特別養護

老人ホームでお預りし
、家族

に代わって短期間
、お世話を

引き受けるものです
。

対象
　六十五歳以上の区内在

宅者で
、常時他人の介護か

なければ
、日常の生活がで

きない状態にあり
、次の両

方の条件に該当する方

▽特に医師の冶療を必要と

しない
　▽精神性疾患や伝

染性疾思がない

家族の状態
　▽冠婚葬祭など

の理由で一時不在になる

▽病気や事故
、出産などで

介護にあたれない

保護期間
　特別養護老人ホー

ム足立新生苑
(花畑四上二

九丿一〇
)で
、七日以内に

限り保護します

費用
　食事などの実
費とし

て
、一口千三百五十円
(生

活保護受給者は除く
)

※老人の送迎は
、原則として

家族が行いますが
、送迎困難

な場合は
、施設に依頼する方

法も
ありま
す
。

くわしくは
、老人福祉
係へ
。

ふとん丸洗い
乾燥消毒

区では「
老衰や傷病のため寝

たきりのお年寄に
、「ふとん丸

洗い・
乾燥消毒事業
」を行って

います
。

実施の方法は
、区から委託を

受けた専門の業者が皆さんのお

宅におうかかいし
、使用してい

る寝具類を預かり
、丸洗い・
乾

燥消毒して
、その日のうちにお

届けします
。

対象
　六十五歳以上の区内在宅

者で
、六ヵ月以上稷たきりの

状
態
に
あ
る
方
(
老
人
福
祉
手
当
受
給
者
ま
た
は
、
こ
れ
に
凖
ず
る

方
)

回数
　年十二回
(毎月一
回
)

対
象
と
な
る
寝
具
　
寝
た
き
り
の
方

が
使
用
し
て
い
る
寝
具
(
敷
布
団
、
掛
布
団
、
マ
y
ド
レ
ス
、
毛
布
各
一

枚
)

料金
　無料

申請に必要な
もの
　印
かん

申
請
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉

ふとんの乾燥作業

母子寮入寮案内

区内には
、区立
、私立を含め

て三か所の母子寮があり
、配偶

者をなくし
、またはこれに準じ

た事情にあって
、十
(歳未滴の

子ども苓養育し
、住宅に困って

いる母子家庭の方が入寮できま

す
。また
、母子寮では
、寮母か

生活上の問題・
相談にも応じて

います
。

くわしくは
、お近くの福祉事

務所へ
。入院助産制度

妊産婦が
、入院して分娩する

必要があるにもかかわらず
、経

済的理由でその費用を支払うこ

とが困難な家庭のために
、入院

助産制度があります
。

資
格
要
件
　
▽
妊
娠
七
ヵ
月
以
上
の
区
民
　
▽
前
年
度
分
所
得
税
額
が

一万六千
(百円以下の世帯

申請に必要なもの
　前年度分の

所得税額
(住民税頸
)のわか

るもの
、健康保険証
、母子手

帳
、印かん

申請・問合せ先
　各福祉事務所

掲
示
板

ご協力ください

毎月勤労統計
特別調査

都で
は
、七月三十一
日現
在

で
労働省の
指定し
た地域に所

在する常用労働
者か一
人
から

二十九人
までの
事業所
を対
象

に
、「毎月勤労
統計
特別
調査
」

を行いま
す
。

こ
の調査は
、小
規模事業所

で
働く方々
の給与
、労
働時間

な
どの労働状
態を調
べ
、労働

行政な
どの重要
な基礎賢料と

する
もので
す
。

(
月中
に調
査貝か
うかかい

ま
すので
、ご協力
をお願いし

ます
。

調査対象地区
(足立区分
)

▲
青
井
六
丁
目
一
～
四
・
六
～
(
こ
二
～
一
五
番
　
▽
六
月

一
丁
目
一
(
～
二
七
番
　
▽
六
月
三
丁
目
一
～
一
四
番
▽
小

台
二
丁
目
三
七
?
四
〇
番
　
▽
宮
城
一
丁
目
二
七
～
二
(
番
　

▽
綾
瀬
二
丁
目
一
六
二
九
・
二
三
～
二
六
番
　
▽
保
塚
町
四

?一
九番

問合せ先
　都総務局統計都人

口統計課毎月勤労統計係

　二
匸〒
五一一一
内線

ニ
ー七五〇

障害者夏まつ
り

今年も
、夏休みに
。障害者

と地域の人たちの交流を目的

に
、夏まつりを行います
。

日
時
　
(
月
二
日
(
土
)
午
後
二
時
?
(
時
三
十
分
(
雨
天
の
場

合
、
(月三日に順延
)

場所
　都立足立養護学校

内容
　ゲームと遊ぴ
、模擬店
、

バザー
、盆踊りなど

問合せ先
　足立養護学校
(金

子
)　
(五〇
-六〇六六

小企業等
経営改善資金

融
資
対
象
　
最
近
一
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会
議
所
の
経
営

指導を受け経営改善をして

いこうとする方

従業員
　二十人以下
(商業・

サービス業は五人以下
)

融資額
　三百万円以内

利
率
　
年
七
・
二
%

資金使途
　設備賢金
、運転資

金
(環衛業種は運転賢金の

み
)

返
済期間
　▽
設備賢
金・・・四
年

以内
　▽
運転資金・
:三年以

内
(ともに据置六ヵ月以
内
)

問
合せ先
　東京商工
会議所足

立
支部
　　
(
(一-九二
〇

〇東京都生活資金

融資制度

この制度は
、都と東京労働

金庫が協力して
、中小企業に

働く労働者および専業的家内

労働者の皆さんへ
。東京労働

金庫を通して
、生活資金を融

資する制度です
。

融資対象
　都内に在住
、また

は都内の中小企業
に
従事

し
、現在の動務先に原則と

して六ヵ月以上動務し
、か

つ同一
住所に三ヵ月以上居

住している労働者および家

内労働者
。年間収入が四百

五十万円以下の方

用途
　医療費
、冠婚葬祭費
、

教育費
、住宅関係費などの

一
般生活賢金

融資額
　一人三十万円まで

融資利率
　年利七・
二
%

返済期間・
方法
　
=
一年以内毎

月割賦返済

保証人
　一名

くわしくは
、最寄りの東京

労働金庫本支店へ
。

電信電話
児童画コンクール

題材
　電信電話に関するもの
(

商業
デザイン
ーポスター

類は除く
)

応
募
資
格
　
小
学
校
児
童

賞
　入賞者には
、賞状
、賞品
、

応募者全員に参加賞を贈呈

応募期限
九月十日

入
賞
発
表
　
十
月
中
旬

くわしくは
、覩寄りの
電話

局へ
。

訂
正
七月五日号の記事

に誤りがあり
まし

た
。訂正してお詑びします
。

◎
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
〔
弓
道
コ
ー
ス
〕

(正
)
(五九一
(三
一

(誤
)六五九
-
(三一

T. TO　237, 00

0


